
3-II-ii-3

D
A

-b
-2

① この本に含まれるプロトコルには実績はありますが確立されていないプロトコルも含まれています。サンプルの種類・保存条件などによっては抽出できない場合もあり
ます。データに関しては保障しておりません。

② 抽出した核酸には目的以外の核酸（例：DNA抽出には RNA）が含まれています。

DA-b-2 

牛肉の脂肪からのゲノムDNA抽出

プロトコル

タッピングあるいはピペッティング　5回

エッペンチューブ

ライセート完成

牛肉の脂肪：5 mg *1

MDT：180 μl（よく混合）
EDT：20 μl

<オプション > RNase A 処理 *3

LDT：180 μl（よく混合）
>99% エタノール：240 μl

*1 （250 mgまで可能であることを
確認済） 多すぎるとカートリッジ
詰まりや溶解不十分などの原因と
なります。
条件が決まるまで必ず秤量してく
ださい。

*2 代替案：
遠心（10,000 rpm、 室温、3分）。
水層を新しい 1.5 mlチューブに
移す。
*5 mgの脂肪の場合のみ。

55℃インキュベーション：2日間（時々ボルテックスしながら）

水層を新しい 1.5 mlチューブに移す（上層の固まった脂肪分を避けて）

ボルテックス：15秒間（最大回転数） 均一な溶液にする
軽くスピンダウンして壁の液を収集

QuickGeneのカートリッジへ全量添加

ゲノム DNA回収

10,000 rpm、10分、 4℃ *2

RNase A 
（100 mg/ml）：20 μl

*3
オプション

タッピング　5回
（酵素液が混ざっている事を確認
する）
軽くスピンダウンして壁の液を収集

室温で 2分間反応

使用装置の分離プロトコル参照
QuickGene-Mini480*4

結果

電気泳動図
データなし

ゲノム DNAの収量

収量（μg）

250 mg 1.82

5 mg 0.47

タンパク質の混入：A260/280
データなし

カオトロピック塩の混入：A260/230
データなし

その他
データなし

共通プロトコルサンプル

データなし

QuickGene DNA tissue kit S (DT-S)

①この本に含まれるプロトコルには実績はありますが確立されていないプロトコルも含まれています。サンプルの種類・保存条件などによっては分離できない場合
もあります。データに関しては保障しておりません。
②分離した核酸には目的以外の核酸（例：DNA 抽出にはRNA）が含まれています。

①この本に含まれるプロトコルには実績はありますが確立されていないプロトコルも含まれています。サンプルの種類・保存条件などによっては分離できない場合
もあります。データに関しては保障しておりません。
②分離した核酸には目的以外の核酸（例：DNA 分離にはRNA）が含まれています。

* 4  本 事 例 は 旧 機 種 で 取 得 し た
デ ー タ も 含 ま れ ま す 。

　 そ の 他 Q u i c k G e n e シ リ ー
　 ズ で も こ の プ ロ ト コ ル を ご
　 参 考 頂 け ま す 。




